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「おとな」になるための儀式
三島中学校  立志式



令
和
2
年
度
　
三
島
中
立
志
式

　

令
和
2
年
度
三
島
中
学
校
立
志
式
は
7
月

31
日
、
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
に
お
い
て
挙

行
さ
れ
、
三
島
中
2
学
年
6
名
に
立
志
証
書

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
立
志

証
書
を
授
与
さ
れ
る
と
一
人
ひ
と
り
立
志
の

言
葉
を
述
べ
、
将
来
へ
向
け
た
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

そ
の
後
、
関
根
宏
房
校
長
よ
り
「
皆
さ
ん

は
今
日
発
表
し
た
立
志
の
言
葉
を
胸
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
未
来
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や
技
術
を

習
得
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ
で
大
き
な

花
を
咲
か
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

「
大
き
な
志
」
を
胸
に
未
来
へ
向
か
っ
て

　

ま
た
、
2
年
生
を
代
表
し
真
田
智
和
さ

ん
が
「
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
頑

張
る
こ
と
を
誓
っ
た
今
日
を
忘
れ
ず
、
立

志
式
の
思
い
出
を
胸
に
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

に
向
か
っ
て
生
涯
頑
張
り
続
け
ま
す
」
と

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

誓いの言葉を述べる真田智和さん

自分で作成した桐の額に入った証書が授与されました

町
特
産
の「
会
津
桐
」に
つ
い
て
学
ぶ

　
　
　             

　
　 

ー
福
島
県
森
林
環
境
交
付
金
事
業
ー

　

町
で
は
、
三
島
小
・
中
学
校
を

対
象
に
、
森
林
環
境
学
習
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
町
桐
専
門
員
の
矢

澤
倉
一
さ
ん
（
高
清
水
）
を
講
師

に
、
町
特
産
の
桐
に
つ
い
て
学
ぶ

授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
石
田

地
区
の
桐
植
栽
地
に
お
い
て
、
三

島
中
学
校
1
年
生
が
6
月
24
日
、

三
島
小
学
校
3
・
4
年
生
が
6
月

25
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
矢
澤
専
門
員

か
ら
会
津
桐
の
特
性
や
苗
木
の
生

産
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
後
、
桐
を
育
て
る
た
め

に
必
要
な
芽
か
き
の
方
法
や
刈
り

払
い
を
実
際
に
体
験
し
、
児
童
た

ち
は
楽
し
そ
う
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
交
付
金
事
業
で
は
、

県
産
材
の
利
活
用
を
推
進
す
る
た

め
、
公
共
施
設
等
備
品
の
整
備
を

実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
は
役
場

庁
舎
に
会
津
桐
製
の
記
載
台
や
イ

ス
な
ど
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

役
場
へ
来
庁
さ
れ
た
際
は
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※福島県森林環境交付金事業とは、森林環境の保全と森林を全ての県民で守り育てるという意識の醸成
　を目的とし、森林環境税による福島県の財源を三島町独自の裁量で運用している事業です。

三島中学校

会津桐の特性について学ぶ生徒たち

桐の周りの刈り払いを実施

三
島
小
学
校

良
い
桐
材
に
す
る
た
め
の
芽
か
き
の
方
法
を
学
ん
だ

桐の種の特徴について学ぶ児童たち

森林環境交付金事業により整備された会津桐製の備品
　記載台（写真①）・すのこ、スリッパ立て、イス（写真②）・ディスプレイラック（写真③）・テレビ台、下駄箱（写真④）

① ② ③ ④
氏　名 地　区 立志の言葉

板　橋　　　卓 宮　下 万
ば ん り い っ く う

里 一 空
齋　藤　美　那 宮　下 一

い ち よ う ら い ふ く

陽 来 復
酒　井　大　駕 宮　下 勇

ゆ う お う ま い し ん

往 邁 進
真　田　智　和 宮　下 堅

け ん に ん か け つ

忍 果 決
二　瓶　佳　悟 西　方 一

い っ ち だ ん け つ

致 団 結
秦　　　慎之助 宮　下 寛

か ん じ ん た い ど

仁 大 度

立志証書授与者 ※「
立
志
」と
い
う
言
葉
は
、中
国
の
思
想
家
で
、

儒
教
の
祖
で
あ
る
孔
子
が
15
歳
の
と
き
に
、
自

分
の
進
む
べ
き
道
を
見
つ
け
、
そ
れ
に
向
か
っ

て
努
力
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
数
え
年
の
15
歳
（
現
在
の
中
学
2
年
生
）

を
「
立
志
」（
志
を
立
て
る
）
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
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まちの話題役場 特命担当課☎（48）5232

　「広報みしま」は、皆さんに親しまれる広報誌を目指して編集しています。町からのお知らせを

分かりやすく伝えることはもちろん、町民の皆さんの顔、声を掲載することが最も大切と考えて

います。「広報みしま」は、町民の皆さんのための広報誌です。いつでも情報をお待ちしています。

広報みしま　皆さんからの情報提供をお待ちしています

役場 特命担当課　☎（48）5232

　町議会 6 月定例会において、佐久間宗一さん（宮下）が
固定資産評価審査委員会委員に承認されました。任期は
令和 2 年 7 月 1 日から 3 年間です。固定資産評価審査委
員会は、固定資産課税台帳に登録された価格に対する納
税者からの不服を審査決定するために設置された第三者
機関です。現在、佐久間さんの他に目黒忠昭さん（滝谷）、
飯塚国英さん（大石田）が委員として活動しています。

佐久間宗一さんが委員に
固定資産評価審査委員会委員を選任

矢澤町長から選任書を受ける佐久間宗一さん矢澤町長に義援金を手渡す森玲奈さん（写真中央）

　7 月 27 日、三島小 6 年生の森玲奈さん（宮下）と 5 年
生の秦聖之助くん（宮下）が役場を訪れ、令和 2 年 7 月
豪雨災害義援金を寄付しました。児童たちは「困っている
人たちの力になりたいと思い、義援金を集めました。被害
に遭われた皆さんに届けてください」と矢澤町長に義援金
を手渡しました。この義援金は、日本赤十字社を通じて被
災者の支援に役立てられます。

ご寄附ありがとうございました
三島小児童が令和2年7月豪雨災害義援金を寄附

　町振興計画審議会は 7 月 21 日、交流センター山びこで
行われました。会に先立ち 15 名の振興計画審議会委員が
委嘱され、代表して佐久間源一郎さん（早戸）に委嘱状が
手渡されました。審議会では、令和 3 年度から開始される
第五次振興計画策定に向けた町の人口ビジョンや振興計画
基本構想の説明が町から行われ、出席した委員からさまざ
まな意見が出されました。今後は意見を基に具体的な施策
を検討し、地区座談会等で町民の皆様にお知らせ致します。

第五次振興計画策定に向けて
三島町振興計画審議会を開催

矢澤町長から委嘱状を受ける佐久間源一郎さん

　6 月 5 日に開催された全国治水砂防協会東北地区協議
会の通常総会において、町が表彰を受けました。これは多
年に渡り治水砂防事業の重要性を認識し、その拡充と促
進についての功績が認められたものです。近年の全国各
地での土砂災害の発生を受け砂防が果たす減災、防災へ
の役割が重要視されています。いざというときのために、
ご家族で緊急の避難場所や経路について確認しましょう。

多年にわたる功績が評価
全国治水砂防協会功労賞を受賞

表彰状を手にする矢澤町長

　県立宮下病院後援会総会は 7 月 2 日、交流センター山
びこで開催され、会員約 20 名が出席しました。令和元年
度事業報告と会計決算、令和 2 年度事業計画と会計予算
が承認されました。また、役員改選が行われ、副会長に青
木喜章さん（西方）が承認されました。総会終了後、眞
田晴信事務長より宮下病院の近況や診療体制についての
報告を受けました。

事業計画や予算を承認
令和 2 年度県立宮下病院後援会総会

宮下病院後援会総会の様子

　公民館主催による太極拳教室は 7 月 15 日、町民セン
ターで行われました。講師に植村明恵さん（宮下）を招き、
16 名が参加しました。第 1 回目となる今回は、基本動作
である「手の形」「足の形」の指導を受け、参加された方々
は、ゆったりとした動きですが、汗をにじませながらリフ
レッシュされた様子でした。次回は 8 月 19 日を予定して
います。皆さんのご参加をお待ちしています。

身体の芯からリフレッシュ
公民館主催の太極拳教室を開催

初めての開催となった太極拳教室の様子

　三島町産の会津地鶏を使用した給食が 7 月 31 日、会津
若松市の城北小学校で提供されました。子供たちに会津
の特産品への愛着を深めてもらおうと企画されたもので、
1 学期最終日の「1 学期がんばったね！献立」のメインに
会津地鶏の照焼きが、全校児童 380 人に提供されました。
子供たちは「今まで食べた鶏肉で一番美味しい」「三島町
のことも覚えました」と笑顔を見せていました。

美味しい地鶏を味わって
三島町産会津地鶏を給食に提供

会津地鶏の照焼きを味わう児童たち
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農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
農
業
委
員
7
名
を
任
命
し
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
2
名
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
新
た
な
農
業
委
員

会
と
し
て
総
勢
9
名
で
活
動
し
ま
す
。
任
期
は
令
和
2
年
7
月

20
日
か
ら
3
年
間
で
す
。  

問
農
業
委
員
会
☎（
48
）５
５
６
６

後列右から菅家三吉委員、長谷川秋義委員、角田陽市
委員、五十嵐健二農地利用最適化推進委員　前列右か
ら大竹祐子委員、阿部通利会長、二瓶辰雄会長職務代
理者、五十嵐政人委員　　　　　　　

役 職 氏 名 地　区
会 長 阿 部 通 利 桧　原
会長職務代理者 二 瓶 辰 雄 西　方
委 員 長谷川　秋　義 川　井
委 員 角 田 陽 市 大　登
委 員 菅 家 三 吉 荒屋敷
委 員 大 竹 祐 子 滝　谷
委 員 五 十 嵐 政 人 大　谷

農業委員名簿

役 職 氏 名 地　区
委 員 五 十 嵐 健 二 名　入
委 員 菅 家 壽 一 間　方

農地利用最適化推進委員名簿

※農業委員は農地法に基づく許認可事務や
農地利用の最適化（担い手への農地利用の
集積と集約化等）推進活動をします。
※農地利用最適化推進委員は農業委員と協
力し、地域の担い手への農地集積や遊休農
地の発生防止活動を行います。

右から五十嵐テル子委員、五十嵐豊一委員長、諏訪義
幸委員長職務代理者、諏訪典子委員　　　　　　　

　任期満了に伴い、選挙管理委員及び補充員が町議会 6 月定
例会において選出されました。任期は令和 2 年 7 月 26 日か
ら 4 年間です。

役 職 氏 名 地　区
委 員 長 五 十 嵐 豊 一 西　方
委員長職務代理者 諏 訪 義 幸 宮　下
委 員 諏 訪 典 子 大　谷
委 員 五十嵐テル子 大石田

氏 名 地　区
大　島　昇　一 浅   岐
橋　本　洋　子 早   戸
鈴　木　隆　一 桧   原
二　瓶　弥　生 名   入

※選挙管理委員会は、公正な選挙を行うため、首長から独立した
機関として設置されるもので、4 名の委員により構成されています。
補充員は、委員が事故などで不在のとき、または欠けたときに代わ
りを務めます。　　　　　　　問選挙管理委員会   ☎（48）5511

選挙管理委員名簿 補充員

選挙管理委員・補充員が選出されました

4
月
よ
り
10
名
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が

活
動
し
て
い
ま
す

　

令
和
2
年
4
月
1
日
よ
り
10
名
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
委
嘱

状
の
交
付
が
延
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
6
月
4
日
に
佐
藤

孝
信
教
育
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

後列右から植村明恵委員、布川加菜委員、佐久間秀実
委員、西恭平委員、三浦直樹委員　　前列右から青木
友子委員、星孝和副委員長、板橋洋平委員長、山内大
介委員

役 職 氏 名 地　区
委 員 長 板 橋 洋 平 宮　下
副 委 員 長 星　　 孝 和 西　方
委 員 布 川 加 菜 宮　下
委 員 佐 久 間 秀 実 間　方
委 員 三 浦 直 樹 荒屋敷
委 員 西　　 恭 平 宮　下
委 員 山 内 大 介 西　方
委 員 青 木 友 子 西　方
委 員 栗 城 哲 朗 宮　下
委 員 植 村 明 恵 宮　下

スポーツ推進委員名簿

※スポーツ推進委員は、教育委員会規則の
定めにより、スポーツ推進のための事業実
施に係る連絡調整や町民に対するスポーツ
の実技指導のほか、スポーツに関する指導
及び助言を行います。
　　　　　  問教育委員会  ☎（48）5599ヒロロのバッグを作る永澤さん

地域おこし協力隊地域おこし協力隊  コーナーコーナー

Vol.4Vol.4

地地域おこし協協力隊 コーナー

Vol.4

作成・編集　地域おこし協力隊　三澤龍太（情報発信担当）

観光協会配属
観光・イベント企画

深
ふかさわ

澤　諒
りょう

さん

　

今
回
は
、
7
月
1
日
よ
り
観

光
協
会
に
着
任
し
た
深
澤
諒
さ

ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
出
身
は
秋
田
県
秋
田
市
で
、

大
学
を
卒
業
後
に
着
任
さ
れ

年
齢
は
24
歳
と
非
常
に
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
協
力
隊
員
で
す
！

　
趣
味
は
、
登
山
・
川
下
り
・

キ
ャ
ン
プ
・
旅
・
読
書
等
と
幅

広
く
、
高
校
生
の
頃
に
は
日
本

一
周
、
大
学
生
の
頃
に
は
最
小

限
の
荷
物
で
世
界
一
周
を
す
る

な
ど
ア
ク
テ
ィ
ブ
さ
が
溢
れ
て

い
ま
す
。

　
自
然
豊
か
な
三
島
町
で
の
田

舎
暮
ら
し
を
満
喫
し
た
い
と
い

う
思
い
と
、
ゆ
く
ゆ
く
は
起
業

も
視
野
に
考
え
て
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
の
応
募
を
決

め
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
、
三
島
町
に
来
て
ま
だ

1
ヶ
月
で
右
も
左
も
わ
か
ら
な

い
状
態
の
深
澤
さ
ん
で
す
が
、

各
地
区
を
回
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

体
験
を
通
し
て
情
報
収
集
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

深
澤
さ
ん
の
今
後
の
活
動
に

つ
い
て
で
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
を
担
当
し
、
現
在
は
さ
ま

ざ
ま
な
企
画
を
発
案
し
、検
討
・

吟
味
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
軒
並
み

イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
る
中
、

な
ん
と
か
三
島
町
を
盛
り
上
げ

て
い
け
る
よ
う
な
、
コ
ロ
ナ
禍

の
現
在
で
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
を
発
案
し
、
実
行
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
、
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
町
を
盛
り
上
げ
て
い
け
た

ら
な
と
取
材
を
し
て
感
じ
ま
し

　
以
前
、
町
内
の
荒
屋
敷
遺
跡
の
成

果
展
を
見
学
に
訪
れ
た
時
に
、
編
み

組
細
工
の
「
ヒ
ロ
ロ
」
と
い
う
材
料

を
知
り
、
会
場
で
頂
い
た
ヒ
ロ
ロ
で

綯
わ
れ
た
製
品
に
惹
か
れ
、
ア
カ
デ

ミ
ー
へ
の
応
募
を
決
意
し
た
永
澤
さ

ん
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
開
始
時

期
が
大
幅
に
遅
れ
、
ア
カ
デ
ミ
ー
住

宅(

浅
岐
地
区)

へ
の
移
動
も
5
月

に
な
り
、
そ
こ
か
ら
更
に
2
ヶ
月
の

待
機
期
間
を
経
て
、
本
格
的
な
活
動

開
始
は
7
月
と
本
来
よ
り
も
3
ヶ
月

遅
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
編

み
組
細
工
以
外
に
も
、
待
機
期
間
中

に
浅
岐
地
区
・
間
方
地
区
の
田
植
え

の
手
伝
い
や
、
山
へ
山
菜
を
取
り
に

行
っ
た
り
、
畑
で
野
菜
の
栽
培
を
し

た
り
、
ア
カ
デ
ミ
ー
生
活
を
満
喫
し

な
が
ら
技
術
習
得
に
励
ん
で
い
ま
し

た
。

新たな仲間が増えました！！

永
ながさわ

澤  光
み つ え

枝さん

三島町生活工芸
　　　　　　  アカデミー生のご紹介

　

ア
カ
デ
ミ
ー
の
ス
タ
ー
ト
時
期

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
7
月
か
ら

の
開
始
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
材
料
採
取
へ
の
参
加
は
で
き
ま

し
た
。
移
動
時
期
の
関
係
で
ク
ル
ミ

の
採
取
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
の
他
の
ア
カ
ソ
・
山
ブ
ド

ウ
・
モ
ワ
ダ
の
採
取
は
経
験
す
る
こ

と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て

は
ヒ
ロ
ロ
や
マ
タ
タ
ビ
の
採
取
が
あ

り
ま
す
。
採
取
し
た
材
料
を
使
え
る

よ
う
に
加
工
す
る
工
程
も
含
め
て
こ

れ
か
ら
楽
し
み
で
す
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

次
回
の
取
材
の
際
は
材
料
採
取
に

も
密
着
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
お
楽
し
み
に
‼

永澤さん 1 作目のヒロロバッグ

た
。
こ
れ
か
ら
の
深

澤
さ
ん
の
活
動
に
目

が
離
せ
ま
せ
ん
！

　

今
後
も
、
広
報
を

通
じ
て
、
深
澤
さ
ん

の
活
動
を
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

～
は
じ
め
に
～

～
こ
れ
か
ら
の
活
動
～

～
ア
カ
デ
ミ
ー
へ
応
募
の
動
機
～

～
ア
カ
デ
ミ
ー
生
と
し
て
の
活
動
～
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町民町民記者通信記者通信

倉掛沢水路の土砂上げ作業 文・写真　小島　純さん（宮下）

　6 月 22 日、宮下地区委員 10 名と今年は消防団宮下班の協力
を得て、倉掛沢水路の土砂上げ作業を行いました。倉掛沢から
宮下・荒屋敷方面に流れる水路の土砂を年に 1 回取り除く作業
で、手作業で集水桝などに溜まった土砂をすくいあげます。倉
掛沢の水は、田んぼや消雪道路、地区の用水として利用されて
いる水です。宮下班の皆さんの協力により、例年よりも早く作
業を終えることができました。今後も大切な水資源をいつまで
も利用できるよう、住民が協力して維持管理に努めていきます。

地区委員による国道 400 号の刈り払い 文・写真　本名与四郎さん（西方）

　国道 400 号を中心とした刈り払い作業は、7 月 15 日から 4 日
間実施され、地区委員 10 名が早朝 5 時より作業を行いました。
風坂の遊歩道とふるさとセンターのフェンスには蔓が幾重にも
絡み合っていたり、蜂の巣もあったりと危険な刈り払い作業と
なりました。今年は新型コロナウイルスの影響で、お盆の帰省
客は少なくなると思われますが、綺麗になった西方地区に迎え
ることができそうです。また、町が加盟している「日本で最も
美しい村」の一端を担うことができました。

地区内共用道の除草作業 文・写真　佐久間絹江さん（滝原）

　7 月 12 日、滝原地区内の共用道の除草作業が実施されました。
駒形神社境内の広場はグラウンドゴルフやゲートボールを楽し
む方々の憩いの場として活用されていますが、現在は工事のた
め半分が使用できません。週一回のグラウンドゴルフの練習も、
町営グラウンドまで乗り合いで移動し行っています。誰も使っ
ていない広場は、雑草の合間から可憐なピンクのネジバナが顔
を覗かせていました。

大人の背丈ほど伸びた雑草の刈り払い作業 文・写真　本名与四郎さん（西方）

　7 月 12 日、西方財産管理区と行政区の合同刈払い作業が行わ
れました。3 月下旬に環境整備作業が行われてから 3 ケ月が経
過し、大林の山一帯が大人の背丈ほどの雑草に覆われていまし
た。今回の参加者は 26 名と前回よりも多く、それぞれ分散しな
がら作業に取り掛かりました。草刈機械のエンジン音が山々の
いたるところから鳴り響きわたりました。およそ、1 時間 30 分
の刈払い作業でしたが、見違えるほどすっきりとした大林ふる
さとの山になりました。

美味しいお米になーれ！慣れない作業に汗を流す 文・写真　小島　純さん（宮下）

　宮下地区（加藤善久区長）、三島小学校と公民館の交流事業「田
んぼの学校」が 7 月 21 日、三島神社前にある三島小学校の田ん
ぼで行われました。三島小 3・4 年生と宮下地区委員、びおたん
クラブの役員が参加し、田んぼの除草作業に汗を流しました。7
月 1 日に 5・6 年生が 1 回目の除草を実施しましたが、雑草の生
長が早く、2 回目の作業となりました。児童たちはぬかるむ土に
足を取られながらも、秋に美味しいお米が収穫できるよう、一
生懸命作業に取り組んでいました。

土用のおこもり 文・写真　佐久間絹江さん（滝原）

　19 日の土用入りを翌日に控えた 7 月 18 日、駒形神社において、
土用のおこもりが行われました。駒形神社総代など、地区の方々
が集まり、梅雨明けから暑くなる日々を健やかに過ごせるよう
神々に祈り、今年は特に新型コロナウイルスの終息を願いなが
ら御神酒を酌み交わしながら歓談しました。昔は夜通し行って
いたおこもりですが、現在は様々な事情により、短時間で行っ
ています。この日のために、定期的な清掃や人足での参道整備
を行い駒形神社の景観を守っています。

「間方スカイライン」の草刈り行われる 文・写真　菅家壽一さん（間方）

　7 月 25 日・26 日、間方地区から昭和村に通じる、間方スカイ
ライン（林道入間方不動沢線）の草刈りが行われました。林道
の管理者である町からの委託事業により行われたもので、約７
km の区間を小雨の降る中、参加した方々は慣れた様子で刈払い
機を操作し、林道を覆っていた雑草や木の枝が、みるみる刈り
取られていきました。この林道は、志津倉山の登山や森林浴に
活用されるとともに、カーナビが昭和村への案内ルートになっ
ており、生活道路としても使用されている林道です。

紫陽花の寺   川井地区の松音寺 文・写真　角田伊一さん（川井）

　川井地区、松音寺の裏山に咲く紫陽花が見ごろを迎えていま
す。（7 月 27 日現在）斎藤充宏住職が数年前より植え付けており、
約 500 本の株が見事に成長し、境内から裏山の墓地に続く広大
な斜面を華麗に彩り、紫陽花寺にふさわしい 清

しょうじょう
浄 を呈していま

す。花好きの斎藤住職はこれまでも境内に春は芝ザクラ、夏は
彼岸花を植え、訪れる人の目を和ませ、まさに西国三十三観音
御詠歌にもあるような「いつも絶えせぬのりの花山」を目指し、
今日も花木の手入れに余念がありません。
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町
史
編
さ
ん
室
だ
よ
り

第55回

　

昭
和
五
年
～
六
年
（
一
九
三
〇
～
一
九
三
一
）
に
か
け
て
、
日
本
は
「
昭
和
恐
慌
」

な
ど
と
呼
ば
れ
る
不
景
気
な
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
景
気
を
回
復
す
べ
く
実
施
さ
れ
た

政
策
の
一
つ
に
、
昭
和
七
年
～
九
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
大
規
模
な
公
共
事
業
が
あ
り
、

国
や
地
方
は
合
計
八
億
円
以
上
の
大
金
を
投
入
、
こ
れ
を
時
じ
き
ょ
く
き
ょ
う
き
ゅ
う

局
匡
救
事
業
と
称
し
ま
し

た
。
西
川
村
外
二
ヶ
村
組
合
村
（
後の
ち

の
宮
下
村
）
で
は
、
こ
の
事
業
を
活
用
し
た
取
り

組
み
が
い
く
つ
か
あ
り
、
例
え
ば
宮
下
・
桑
原
・
大
登
・
滝
谷
・
間
方
で
は
用
水
幹
線

改
修
工
事
が
、
桧
原
で
は
排
水
路
新
設
工
事
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
二
十
年
代
末
、
岩
盤
を
掘
り
抜
き
水
路
を
通
し
た
滝
谷
の
堰せ

き

　

時
代
は
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
明
治
二
十
年
代
半
ば
、
滝
谷
で
は
田
地
が
乏と

ぼ

し
く
多
く
の
飯
米

を
他
よ
り
購
入
す
る
し
か
な
い
と
い
っ
た
状
況
を
憂う
れ

い
た
人
々
が
上
滝
谷
外
三
ヶ
所

の
田
地
を
開か
い
こ
ん墾
す
る
べ
く
、
堰せ
き

組
合
を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
し
て
二
十
七
年
秋
か
ら

二
十
九
年
春
（
一
八
九
四
～
一
八
九
六
）
に
か
け
て
、
郷
戸
（
当
時
倉
戸
村
、
現
柳

津
町
）
の
矢
柄
か
ら
水
を
引
く
た
め
茶
屋
山
の
岩
盤
を
六
十
余
間
掘
り
抜
き
水
路
を

通
し
五
百
余
間
の
堰
を
築
く
、
と
い
う
大
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
五
町

八
反
余
が
良
田
と
な
り
、
飯
米
が
充
足
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
堰
が
で
き
て
か

ら
三
十
年
以
上
が
経
過
し
、
風
水
害
で
破
損
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
た
昭
和
七

年
、
前
述
し
た
時
局
匡
救
事
業
を
活
用
し
用
水
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
堰
工
事
、
用
水
路
改
修
等
の
功
績
を
後
世
に
遺の
こ

そ
う
と
、
昭
和
九
年

十
一
月
に
滝
谷
地
区
に
石
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
石
碑
の
篆て
ん
が
く額
は
大
登
出
身
で
、

大
審
院
の
裁
判
官
や
中
央
大
学
の
学
長
を
務
め
た
法
学
博
士
の
馬
場
愿
治
氏
、
撰
に

は
河
沼
郡
出
身
の
衆
議
院
議
員
八
田
宗
吉
氏
、
書
に
は
当
時
村
会
議
員
で
あ
っ
た
桧

原
の
片
山
重
喜
氏
の
名
が
確
認
で
き
ま
す
。

三
島
町
史
編
さ
ん
室

　

※
滝
谷
の
堰
に
つ
い
て
は
碑
文
だ
け
で
な
く
昭
和
六
年
に
刊
行
し
戦
後
に
増
補
さ
れ
た『
郷
土
誌
』

に
も
記
述
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
相
違
も
あ
り
『
郷
土
誌
』
で
は
「
二
十
八
年
五
月
」
に
竣
工
、
総
工

費
は
「
四
百
五
十
余
円
」、
開
墾
田
地
は
「
四
町
五
反
」、
堰
の
全
長
は
「
七
百
六
十
間
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ご
家
庭
に
古
い
文
書
や
古
い
写
真
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
☎
（
52
）
２
１
６
５

【
碑
文
】　
（
表
）

                

正
三
位
勲
一
等
法
学
博
士
馬
場
愿
治
君
篆
額

吾
カ
大
沼
郡
原
谷
村
瀧
谷
ノ
地
タ
ル
ヤ
山
間
ニ
僻
在
シ
テ
田
地
乏
シ
ク
常
ニ
飯
米
ニ
不

足
シ
毎
年
他
ヨ
リ
之
を
購
入
ス
ル
コ
ト
多
大
ナ
リ
キ
大
竹
万
五
郎
目
黒
常
次
郎
若
林
吉

三
郎
大
竹
亀
四
郎
等
大
ニ
之
ヲ
憂
ヒ
自
ラ
発
起
シ
字
上
瀧
谷
外
三
箇
字
ノ
地
ヲ
田
地
ニ

開
墾
セ
ン
コ
ト
ヲ
企
圖
シ
親
シ
ク
土
地
所
有
者
ニ
諮
リ
有
志
者
ノ
協
賛
ヲ
得
テ
上
瀧
谷

ノ
堰
組
合
ヲ
設
立
シ
明
治
二
十
七
年
秋
起
工
シ
幾
多
ノ
艱
難
ヲ
経
テ
同
廿
九
年
春
竣
工

セ
リ
其
工
事
タ
ル
ヤ
河
沼
郡
倉
戸
村
大
字
郷
戸
字
矢
柄
ヨ
リ
疏
水
シ
字
茶
屋
山
ノ
岩
石

六
拾
餘
間
ヲ
穿
チ
五
百
餘
間
ノ
堰
ヲ
築
キ
テ
字
上
瀧
谷
外
三
箇
字
ノ
地
ノ
内
ニ
五
町
八

反
餘
ヲ
良
田
ニ
更
改
シ
其
ノ
工
費
壱
千
数
百
圓
ヲ
要
セ
リ
爾
来
水
利
ノ
便
田
畴
ノ
饒

見
ル
ベ
ク
飯
米
ノ
不
足
ヲ
充
タ
ス
ニ
至
リ
大
ニ
當
大
字
ノ
幸
福
ヲ
得
タ
リ
然
ル
ニ
幾
星

霜
ヲ
経
テ
風
水
害
ノ
タ
メ
堰
ノ
破
損
ス
ル
事
甚
シ
ク
組
合
員
之
レ
カ
改
修
ヲ
企
圖
ス
時

偶
々
昭
和
七
年
度
時
局
匡
救
事
業
起
リ
小
用
水
工
事
県
補
助
ニ
依
リ
昭
和
七
年
十
月
起

工
同
十
二
月
二
十
日
ヲ
以
テ
竣
工
セ
リ
其
工
費
実
ニ
一
千
七
百
餘
円
ヲ
要
ス
余
ヤ
組
合

員
挙
テ
碑
ヲ
建
テ
其
功
績
ヲ
後
世
ニ
貽
サ
ン
ト
シ
余
ニ
文
ヲ
徴
ス
余
モ
亦
其
挙
ヲ
賛
シ

辞
セ
ス
シ
テ
之
レ
ヲ
記
ス

昭
和
九
年
十
一
月　

衆
議
院
議
員
正
五
位
勲
三
等
八
田
宗
吉
撰　
　
　
　

片
山
重
喜
書

　
　
　
　
（
裏
）

寄
附
芳
名　

十
七
名　

堰
組
合
員　

十
四
名　

発
起
人　

三
名　

世
話
人　

五
名
の
氏

名
が
刻
銘
（
省
略
）

岩盤を掘り抜いた水路

滝谷の堰についての石碑

3
年
間
の
有
終
の
美
を
飾
る

　
　
　
　

ー
三
島
中
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
交
流
試
合
に
臨
む
ー

　

三
島
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
交
流
試
合
は

7
月
11
日
・
12
日
の
両
日
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
が
三
島
中
体
育
館
と
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
体
育

館
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
河
東
学
園
中
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
中
体
連
大
会
が
中
止
と
な
り
、
5
名
の
3

年
生
は
こ
れ
が
最
後
の
試
合
に
な
り
ま
し
た
。

　

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
3
名
は
、
昨
年
か
ら

金
山
中
と
合
同
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
練
習
に
励
ん

で
き
ま
し
た
。
合
同
で
練
習
で
き
る
日
は
、
土
曜

日
と
日
曜
日
に
限
ら
れ
た
少
な
い
練
習
時
間
で
し

た
が
、
息
の
合
っ
た
プ
レ
ー
を
見
せ
1
勝
1
分
け

の
成
績
で
試
合
を
終
え
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
試

合
を
最
後
に
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
三
島

中
が
統
合
前
か
ら
続
く
長
い
歴
史
に
幕
を
下
ろ

し
ま
し
た
。

　

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
2
名
も
最
後
の
試

合
に
臨
み
、
3
試
合
を
一
セ
ッ
ト
も
落
と
す
こ

と
な
く
全
勝
で
終
え
、
強
い
三
島
中
の
姿
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

3
年
生
に
と
っ
て
集
大
成
の
場
で
も
あ
る
、

中
体
連
大
会
が
中
止
と
な
る
辛
い
状
況
の
中
で

し
た
が
、
全
員
が
常
に
前
を
向
き
、
最
後
ま
で

全
力
で
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。
そ
の
姿
は
三
島
中

学
校
の
伝
統
と
し
て
、
2
年
生
、
1
年
生
に
受

け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

息の合ったプレーを見せた女子バレーボール部

全勝で有終の美を飾った男子バレーボール部

図書コーナー『ゆめぽけっと』利用時間
㊊～㊎　午前９時～午後９時　㊏㊐㊗　午前９時～午後５時
※年末年始は閉館いたします。問公民館　☎（48）5599

町民センター図書コーナー
「ゆめぽけっと」から図書のご案内

　思わず考えちゃう　
ヨシタケ  シンスケ：著

　電車で、カフェで、自分の家で。ヨシタケ
氏がスケッチと共に書き留めた真面目なこと
から世にも下らぬことまで「思わず考えちゃ
うこと」の数々。「読むとクスッとしてホッと
してちょっとイラッとする」スケッチ解説エッ
セイです！

　

　ア ー モ ン ド　

　　ソン・ウォンビョン：著

線 は 、 僕 を 描 く
　　　　砥上  裕將：著

むかしむかしあるところに、
死 体 が あ り ま し た 。

　　　　青柳  碧人：著

暗約領域～新宿鮫 11 ～
　　　　　大沢  在昌：著

☆新着本

傲慢と善良
辻村  深月：著

　主人公、架
かける

の婚約者である真実が、突然失
踪する。真実が以前からストーカーの被害を
訴えていたことから、警察に捜査を依頼する
が情報がほとんどないため、捜査を打ち切ら
れてしまう。架は自分で探そうと、真実の実
家や職場に出向く。様々な人の証言から、真
実の本当の姿が徐々に明らかになっていく ･･･
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編集：地域おこし協力隊 吉垣

　

　令和3年度に改修・貸し出しする空き家を募集します！
　年々増加傾向にある空き家の利活用並びに慢性的な住宅不足を解消し、移住・定住を促進するこ
とを目的とした「三島町空き家利活用モデル事業」を実施します。
　事業では、町内の空き家を町が 13 年間借り上げ、国・町の予算で空き家の改修工事を行い、町が
管理するとともに、移住・定住希望者等への貸し出しを行います。

■事業全体のイメージ図

■申込み受付期間
　令和２年８月５日（水）～９月１８日（金）
　　＊申込み受付期間内に応募のない場合は、先着順による随時募集を行います。
　　＊申込みいただいた物件が必ずしも事業対象となるものではありませんので、ご了承ください。
　　＊諸事情により本事業の予算化が適わなかった場合は、事業を中止 　
　　する可能性があります。あらかじめご了承ください。
　
■申込書提出先
　三島町役場 地域政策課 地方創生推進係　0241-48-5533
　　＊物件の条件などがありますので、詳しくはお問い合わせください。
　　　申込書類を送付もしくは役場 窓口にてお渡しいたします。
　　＊申込みの際は、以下の書類の提出が必要です。
　　　①「当該建物及び宅地に係る不動産全部事項証明書」
　　　②「固定資産公課証明書」　　　　　

■選考結果のお知らせ
　令和２年１１月中を目途に書面にてお知らせいたします。

■対象となる建物
　・三島町内にある居住用の建物で、現に人が居住しておらず、今後も居住の予定がない建物
　・町が移住・定住希望者等に転貸することの同意を得られるもの
　・法務局において不動産登記されている建物
　・建物が存する土地が借地でないもの
　・当該建物及び周囲との関係について、係争事や問題のないもの
　・三島町防災マップによる土石流・急傾斜・特別警戒区域外
　・屋根、外壁、基礎に著しい損傷のないもの

■町の借り上げ期間（１３年間）
　契約締結日から１３年に達する日以降における最初の３月３１日まで（令和３年度～令和１６年
　３月３１日）
　＊契約を締結した場合、原則として契約期間満了までの契約解除はできません。

■町から所有者へお支払いする借上料
　賃貸収入はありません。契約年度の固定資産税額を 1 年間の借上料の目安とし、１３年間お支払
　いしますが、非課税の場合、お支払いはありません。

■注意事項等について
　①家財について
　　原則所有者にて処分していただきますが、できない場合はご相談ください。ただし、仏壇と神
　　棚は所有者の方でお片付けくださいますようお願いします。
　②事業対象物件の選考について
　　物件の選考については、下記の内容等を踏まえ選考します。
　　　1. 改修に要する費用が町の定める上限以内のもの
　　　2. 主要な道路からの位置関係など空き家所在地の立地条件
　　　3. 駐車場及び田畑などの空き家の付帯施設の有無
　③町が行う改修工事内容について
　　・物件の改修については、耐震改修、水回りの改修、浄化槽の設置等、住宅の性能向上に資す
　　　るリフォーム工事及び外壁や屋根工事等を必要に応じて行います。改修工事に係る費用につ
　　　いては、所有者の負担はありませんが、所有者の希望通りに工事を実施することはできません。
　　・入居者によっては、薪ストーブ等の設置及び屋根や壁等への工事が生じる場合がありますの
　　　でご了承ください。
　④町が所有者へ物件を明渡す際について
　　賃貸物件を町が所有者に明渡す際において、町は工事前の状態に戻す義務を負いません。
　⑤物件の売却等について
　　所有者は、物件が選定された後、町の承諾を得ないで、賃貸物件について第三者に売却し、又は
　　担保権及び利用権の設定等を行うことはできません。

三 島 町 空 き 家 利 活 用 モ デ ル 事 業

◇　ご相談・お問い合わせ：三島町役場地域政策課地方創生推進係　0241-48-5533　◇

移住定住促進ページ
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しぶしぶくん

　三島町のみなさま、こんにちは。今回は生活工芸
館に設置されている薪ボイラー冷暖房システムにつ
いて、生活工芸館館長の二瓶仁志さん、地域政策課
地域政策係長の五十嵐義展さんにお話しを伺いまし
た。
　薪ボイラー冷暖房システムは、間伐などで出た町
内の木材を町が商品券で買い取って薪にしたものを
燃料とし、燃やした熱を利用して冷房（吸収式冷水
器という機械を使います）や暖房を運転するしくみ
です。地域のエネルギーを地域で賄う、地域経済循
環の取組のひとつとして、昨年の 4 月から運用が始
まりました。
　稼働から 1 年が経過したということで、実際に運
用に関わられているお二人にお話しを伺いました。

環境研だより

稼働から 1 年が経過した『薪ボイラー冷暖房システム』の今

第 25 回

問国立環境研究所福島支部　
　地域環境創生研究室　☎ 0247（61）6572

　福島支部でも動画コンテンツでの情
報発信が増えてきました。なかなか人
が集まれずに講座等が開催できない状
況ですが、その様子等を動画で発信し
てリモートで交流できればと思います。

常盤   達彦（ときわ   たつひこ）
< 筆者紹介 >

―冬期間での薪ボイラーの使用方法はどのようなも
　のだったのでしょうか？

【二瓶館長】朝、出勤したときに薪をくべていたので
は、暖房をすぐに付けることができないため、前日
の夕方から薪をくべて貯湯タンクのお湯を温めるよ
うにしました。そうすると翌日の朝からすぐに暖房が
使えるようになります。さらに日中もタンクのお湯を
保温し続けるため、一日に 3 ～ 4 回くらいは工芸館
の職員が分担して薪をくべています。
―薪ボイラーの暖房は十分な効果があったのでしょうか？

【二瓶館長】以前の生活工芸館の暖房は石油ファン
ヒーターを各所に設置して賄っていたのですが、そ
ちらと比べて局所的な暖かさはないものの、施設全
体がほどよく暖まるようになりました。冬の間はもの
づくり教室で町内外の方々が多く施設を利用します
が、暖かい環境の中でものづくりができました。

【五十嵐係長】工芸館は夏場の冷房がなく、暑い日は

近くの交流センター山びこに移動してものづくり等
を行っていたのですが、冷房が入ったおかげで、工
芸館内でも快適に作業ができるようになりました。
―冬期間の使用で心配されたことはありますか？

【二瓶館長】冬期間の積雪で薪の搬入が難しくなる心
配があったため、雪が降る前にあらかじめ、12 月か
ら 3 月までの概ね 4 か月間は賄える分の薪を倉庫に
保管するように準備しました。

―1年間運用して改めて気づいたことはありますか？
【五十嵐係長】あまり目に見えていなかったコスト、

例えば一日に何度も薪をくべる人的な負担や機材の
メンテナンス、煙突の掃除費用などがこの 1 年を通
して再確認できたと思っています。他にも年間にだ
いたい 50㎥くらいの薪が必要になりそうだとか、先々
の目途が立ってきましたので、今後の運用にも反映
させていきたいと考えています。

二瓶館長、五十嵐係長ありがとうございました。次
回は薪ボイラーの燃料である薪に注目し、町で行っ
ている木の駅事業等のお話しを伺います。

ボイラーに薪をくべる二瓶館長

インタビューに応える五十嵐係長（写真左）と二瓶館長（写真右）

健康で元気な毎日に vol.45 清涼飲料水のヒミツ
問町民課  保健福祉係　☎（48）5565

　暑い夏、つい手を出したくなる清涼飲料水にはなんとこんなにも砂糖が…日常的に飲んでいると、肥満ば
かりでなく糖尿病や高血圧、脂質異常症などの生活習慣病を発病する原因になります。砂糖の 1 日の適正量
は 20 ｇ（血糖値の高い方は 10 ｇ）までです。清涼飲料水はたまの楽しみにして、普段はお茶やお水から水
分を補給するよう心掛けましょう！

カロリーゼロに騙されないで！

　人工甘味料を用いた低カロリーの
清涼飲料水も増えてきました。しか
し、カロリーがないからと安心して
取り続けると、強い甘さに慣らされ
て味覚が鈍り、果物などの自然の甘
さでは物足りなくなってしまう味覚
障害を起こしやすいことや、中毒性、
安全性の観点から、砂糖以上に恐ろ
しいとも考えられています。

※角砂糖 1 つあたり 3g 換算

角砂糖 0 個
角砂糖 2 個

角砂糖
9 個

角砂糖
9 個

角砂糖 12 個 角砂糖
12 個

角砂糖
15 個

角砂糖
15 個

角砂糖
18 個

スイカは 1 日に片手ほどの大きさ（220 ｇ）
が適量です。果物にも糖分が含まれます。
食べ過ぎには注意しましょう！

区　分 管　内 三島町

空 き 巣 1

自 転 車 盗 1

自販機ねらい 1

車 上 ね ら い 1

街頭犯罪合計 4 0

そ の 他
刑 法 犯 等 22 1

全 刑 法 犯 26 1

○管内では、6 月中に空き巣や自転車盗が発生して
います。防犯の基本は施錠です！施錠できない場所
にはセンサーライト等を設置しましょう。

街頭犯罪発生件数（6月30日現在）

会津坂下警察署からのお知らせ

※住宅用火災報知器のバッテリー交換期限の目安
はおおむね 10 年です。電池切れなどで火災を感
知しなくなることがあるため、各自点検をお願い
いたします！

消防署からのお知らせ

問会津坂下消防署　三島出張所         
                                           　電話（52）3032　
　　　　　　　　　　 　FAX（52）3033
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Information

君の想いが、未来をつくる。　【警察官・警察職員募集】

問福島県警察本部　採用フリーダイヤル　☎ 0120（276）314　【平日 9:00 ～ 17:00】

10 月開講の職業訓練のご案内
■訓練生を募集しています

建築ＣＡＤリノベーション技術コース
○募 集 期 間　8 月 19 日㊌から 9 月 16 日㊌
○募集訓練科名　建築ＣＡＤリノベーション技術コース
○募 集 定 員　15 名
○訓 練 期 間　10 月 1 日から 3 月 31 日まで（6 ヶ月間）
○対 象 者　公共職業安定所に求職登録されている方で、職業訓練の受講が望ましいと判断された方
○受 講 料　無　料
○選 考 日　9 月 18 日㊎　午前 9 時から

警察官 A（大学卒程度） 警察官 B（高校卒程度） 県職員（高校卒程度）警察事務

受 験 資 格

1987 年（昭和 62 年）4 月 2
日以降に生まれた方で、大
学を卒業した方又は 2021 年

（令和 3 年）3 月末日までに
大学を卒業する見込みの方

1987 年（昭和 62 年）4 月 2
日から 2003 年（平成 15 年）
4 月 1 日までに生まれた方
　
※大学を卒業した方又は 2021 年

（令和 3 年）3 月末日までに大学

を卒業する見込みの方を除きます

1999 年（平成 11 年）4 月 2
日から 2003 年（平成 15 年）
4 月 1 日までに生まれた方
※ こ の 期 間 に 生 ま れ た 場 合 で

あっても、大学を卒業した方又

は 2021 年（令和 3 年）3 月末日

までに大学を卒業する見込みの

方を除きます

採 用 予 定 者 数 未定（7 月下旬公告予定）
男性 57 名程度
女性 13 名程度

4 名程度

申 込 期 限 8 月 21 日㊎まで（予定） 8 月 21 日㊎まで 8 月 21 日㊎まで

第 1 次 試 験 日 9 月 20 日㊐（予定） 9 月 20 日㊐ 9 月 20 日㊐

第 1 次試験合格発表 10 月 6 日㊋（予定） 10 月 6 日㊋ 10 月 6 日㊋

第 2 次 試 験 日
10 月 29 日㊍～ 10 月 30 日㊎

（予定）
10 月 29 日㊍～ 10 月 30 日㊎ 10 月 29 日㊍～ 10 月 30 日㊎

最 終 合 格 発 表 12 月 4 日㊎（予定） 12 月 4 日㊎ 12 月 4 日㊎

区分
受験資格等

　
　
入
っ
て
い
ま
す
か
？
自
賠
責
保
険

　

自
賠
責
保
険
は
、
損
害
保
険
会
社
・
共
済
協
同
組
合
を
は
じ
め
、

車
や
バ
イ
ク
の
販
売
店
な
ど
の
代
理
店
で
も
簡
単
な
手
続
き
で
加
入

で
き
ま
す
。
ま
た
、
２
５
０
Ｃ
Ｃ
以
下
の
バ
イ
ク
（
原
動
機
付
自
転

車
含
む
）
は
一
部
の
コ
ン
ビ
ニ
や
郵
便
局
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

○
自
賠
責
に
加
入
し
な
い
で
運
転
す
る
と

　

1
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
及
び
違
反
点
数
6

点
で
免
許
停
止
処
分
と
な
り
ま
す
。

　

１
２
５
Ｃ
Ｃ
超
２
５
０
Ｃ
Ｃ
以
下
の
バ
イ
ク
及
び
原
動
機
付
自
転

車
は
保
険
・
共
済
標
章
（
ス
テ
ッ
カ
ー
）
を
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に

貼
付
け
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
自
賠
責
と
は

　

万
一
の
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
補
償
を
目
的
と
し
て
、
原
動

機
付
自
転
車
を
含
む
全
て
の
自
動
車
に
、
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保

険
・
共
済（
自
賠
責
）へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
最
寄
り
の
自
賠
責
保
険
取
扱
い
損
保
会
社
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。県

立
宮
下
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
当
院
に
来
院
さ
れ

る
方
は
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
自
宅
で
体
温
を
測
定
し
、
37
・
5
度
以
上
の
場
合
は
、
来
院
前
に

　

宮
下
病
院
へ
電
話
を
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
来
院
時
に
は
、
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は
、
帰
国
者
・  

　

接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
立
宮
下
病
院　

☎
（
52
）
２
３
２
１

8
月
の
納
税
【
納
期
限
　

8
月
31
日
】

▼
町
県
民
税【
普
通
徴
収
】（
第
2
期
）

▼
後
期
高
齢
者
保
険
料【
普
通
徴
収
】（
第
1
期
）

問
町
民
課
町
民
係　

☎
（
48
）
５
５
５
５

　
　
　
　

  

忘
れ
ず
に
お
納
め
く
だ
さ
い

社
会
福
祉
協
議
会
よ
り   

サ
ロ
ン
の
ご
案
内

▼
川
井
友
愛
サ
ロ
ン

8
月
17
日
㊊
10
時
～　

川
井
集
会
所

▼
ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン

8
月
18
日
㊋
10
時
～    

町
民
セ
ン
タ
ー

▼
滝
谷
和
楽
塾
　

8
月
19
日
㊌
10
時
～  

滝
谷
集
会
所

▼
浅
岐
あ
っ
た
か
サ
ロ
ン
　

8
月
21
日
㊎
10
時
～　

浅
岐
集
会
所

▼
間
方
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

8
月
25
日
㊋
10
時
～　

間
方
集
会
所

▼
サ
ロ
ン
な
い
り

8
月
26
日
㊌
10
時
～　

名
入
集
会
所

▼
高
清
水
・
小
山
い
き
い
き
サ
ロ
ン

9
月
1
日
㊋
10
時
～　

高
清
水
集
会
所

▼
桧
原
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ

9
月
4
日
㊎
10
時
～
　
桧
原
集
会
所

▼
大
石
田
友
遊
サ
ロ
ン
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

9
月
7
日
㊊
9
時
～　

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
大
登
サ
ロ
ン

9
月
8
日
㊋
13
時
30
分
～  

大
登
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

問
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
（
52
）
３
３
４
４

○開催日時　8 月 24 日㊊・8 月 26 日㊌・8 月 31 日㊊・9 月 2 日㊌・9 月 7 日㊊・9 月 9 月㊌・9 月 14 日㊊　
　　　　　　 9 月 16 日㊌　各日　午後 1 時 30 分から午後 3 時 45 分　　　　
○内　　容　・今までのキャリア（職業能力）にプラスして、新たな技能習得のための職業訓練について理
　　　　　　　解していただく説明会で、当センターが実施しています。また、施設見学会当日は、希望さ
　　　　　　　れる方は訓練体験も受けられます。
　　　　　　  ・訓練内容について詳しく知りたい方は、最寄りのハローワークからお申し込み下さい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※訓練生募集及び施設見学会に関するお問合せ先
　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　ポリテクセンター会津　訓練課　☎ 0242（26）0520

㊟住民基本台帳による数値です。増減数
は前月との比較、出生・死亡・転入・転
出は前月 1 カ月間に届出のあった人数で
す。

町の人口と世帯
7 月 1 日現在

人口 1,558 -2 出生 0

男 770 -1 死亡 5

女 788 -1 転入 3

世帯 750 ＋1 転出 0

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
7
月
届
出
：
敬
称
略)

※
『
広
報
み
し
ま
掲
載
同
意
書
』
を
ご
提
出
い
た
だ
い

た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　

問
特
命
担
当
課　

☎
（
48
）
５
２
３
２

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

馬
　
場
　
丁
　
子
（
94
才
・
宮
　
下
）

佐
久
間
　
安
之
助
（
68
才
・
宮
　
下
）

目
　
黒
　
ミ
　
サ
（
98
才
・
滝
　
谷
）

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
ご
寄
附

ご
遺
志
に
よ
る
も
の

小
　
柴
　
彦
之
丞
　
様
（
名
　
入
）

角
　
田
　
新
　
平
　
様
（
大
　
登
）

目
　
黒
　
俊
　
正
　
様
（
滝
　
谷
）

佐
久
間
　
俊
　
助
　
様
（
宮
　
下
）

竹
　
本
　
敬
　
子
　
様
（
東
京
都
）

長
谷
川
　
市
　
雄
　
様
（
福
島
県
）

矢
　
澤
　
　
　
　
　
様
（
東
京
都
）

角
　
田
　
ト
メ
ノ
　
様
（
宮
城
県
）

矢
　
澤
　
　
　
　
　
様
（
埼
玉
県
）

町
へ
の
ご
寄
附
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
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～
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
2
波
と
お
盆
～

№ 59

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
は
長
期
戦

に
な
り
そ
う
で
す
。
再
び
首
都
圏
を
中
心
に
感

染
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
7
月
の
4
連
休
頃
か

ら
国
の
観
光
支
援
事
業「
Ｇ
o
Ｔ
o
ト
ラ
ベ
ル
」

の
影
響
か
、
国
道
２
５
２
号
を
通
過
す
る
他
県

ナ
ン
バ
ー
の
車
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ほ
ど
に
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
意
識
し
た
こ
と

は
過
去
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
民
の
皆
様
か
ら
、
お
盆
の
帰
省
は
町
と
し

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
と
い
う
お

問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
お
盆
を

ふ
る
さ
と
で
過
ご
す
生
活
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル

は
自
分
の
原
点
を
再
確
認
す
る
意
味
で
も
非
常

に
大
切
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
の
会
議
を
行
い
、
町
と
し
て
は
こ
れ

ま
で
に
「
感
染
状
況
を
確
認
し
、
帰
省
さ
れ
る

際
は
慎
重
な
判
断
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
う

判
断
を
さ
せ
て
頂
き
、
町
民
の
皆
様
に
お
知
ら

せ
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
連
日
報
道
さ
れ

る
感
染
拡
大
の
ニ
ュ
ー
ス
を
目
の
当
り
に
し
、

帰
省
に
関
し
て
の
町
方
針
を
再
度
検
討
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。「
重
症

化
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
高
齢
者
の
方
を
守
る
」

と
い
う
観
点
を
第
一
に
判
断
し
て
参
り
ま
す
。

　

自
分
を
守
る
こ
と
が
、
他
人
を
守
る
こ
と
で

あ
る
、
を
基
本
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。
会
津

地
域
で
は
感
染
が
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
第

２
波
の
状
況
を
見
ま
す
と
、
会
津
地
域
で
も
感

染
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
他
県
ナ
ン

バ
ー
の
車
や
来
訪
者
に
「
嫌
が
ら
せ
や
不
当
な

対
応
」
を
し
て
い
る
と
い
う
報
道
を
目
に
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
不
要
不
急
な
外
出
の
自
粛

が
求
め
ら
れ
、
マ
ス
ク
の
着
用
や
３
密
の
回
避

等
の
生
活
に
疲
れ
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
言
動
に
至
っ
た
の
で
は

と
考
え
て
い
ま
す
。当
町
で
は
来
町
者
へ
の「
嫌

が
ら
せ
や
不
当
な
対
応
」
が
な
い
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
前
述
し
ま
し
た
が
第
2
波
が
発
生
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
首

都
圏
を
中
心
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な

状
況
を
み
る
と
、
都
市
部
の
経
済
や
社
会
の
仕

組
み
の
在
り
方
を
修
正
し
て
い
く
必
要
に
迫
ら

れ
て
い
る
気
が
し
て
い
ま
す
。
そ
の
仕
組
み
の

改
革
の
方
向
性
が
、新
し
い
生
活
様
式
・
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
・
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
言
葉
が
報
道

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
従
来
の
生
活
様
式
、
社
会
や
経
済

の
仕
組
み
に
変
わ
る
新
し
い
社
会
、
経
済
の
価

値
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
集
中
型
社
会
か
ら
分
散
型
社
会
へ
の
転
換

が
人
間
の
精
神
を
解
放
し
最
小
の
地
域
で
農
林

業
が
循
環
し
、
さ
ら
に
は
会
津
地
域
全
体
で
循

環
す
る
農
林
業
や
他
の
産
業
と
連
携
す
る
よ
う

な
構
築
を
重
ね
て
い
く
事
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
危
機
に
立
ち
向
か
う
姿
な
の
で
は
な
い

の
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
回
帰
の
地

盤
づ
く
り
「
会
津
は
一
つ
」
の
心
意
気
を
示
す

時
が
来
た
の
で
は
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

三
島
町
長　

矢
澤　

源
成

第10回「撮」っておきのみしま町第10回「撮」っておきのみしま町
フォトコンテスト2020フォトコンテスト2020
○募集テーマ○募集テーマ

　　「「三島町に関すること三島町に関すること」」

○作品募集期間○作品募集期間

　　7 月 1 日㊌～ 11 月 17 日㊋7 月 1 日㊌～ 11 月 17 日㊋

○展示会場・作品応募先        三島町交流センター山びこ　

　　　　　　　　　                             〒 969-7402　福島県大沼郡三島町大字名入字諏訪ノ上 418
　　　　　　　　　　                               　　　　　　　☎ 0241（52）2165　Fax0241（52）2166

応募作品を募集中です！応募作品を募集中です！

第 9 回「撮」っておきのみしま町フォトコンテスト　
町長賞受賞作品

「いってきまーす！！」  佐藤賢一さん（宮下）

○応募規定○応募規定

　　A4 サイズ（1 人 3 作品まで応募可）A4 サイズ（1 人 3 作品まで応募可）

○表　　彰
　 町長賞・教育長賞・写真クラブ会長賞
   三島町文化協会賞・交流センター山びこ賞
　特別賞・みしま賞（該当がある場合のみ）等

○作品展示期間・来場者投票受付期間○作品展示期間・来場者投票受付期間

　　12 月 19 日㊏～令和 3 年 2 月 21 日㊐12 月 19 日㊏～令和 3 年 2 月 21 日㊐

10 回目の開催を記念して、応募いただいた方全員に
三島町クリアファイルをプレゼントします！
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